
令和4年2月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「適切な指導ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「適切な指導ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「児童の愛校心が高まった」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

１：

Ｄ 0

4

①外国語（英語）の指導に学級差が
出ないように、計画的な教員研修を
することが必要である。

②令和４年度から大田区「未来もの
づくり科」の創設に向けての研究を推
進することによって、STEAM教育の
開発・定着を図る。

③タブレット端末や電子黒板の活用、
学習ソフトの効果的活用などは、この
１年間で十分に進んだ。次の段階と
して、児童の学びの個別最適化を具
体的にすすめることが課題となる。算
数の計算力向上やタイピングのス
ピードアップといった取り組みやすい
面から家庭学習でも有効活用してい
く。

④特別の教科道徳を要にして、人権
に関する指導を継続していく。令和４
年度は、「人権の花運動」にも取り組
むため、地域との協働体制で人権に
ついて学べるよう工夫する。

⑤体力向上をと運動の日常化を目指
した「矢口ギネス」に取り組んだが、
効果的ではないと判断し、令和４年
度からは、体育授業の充実を図り、
一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動にしぼり込んで、体力向上策を
実施する。

Ａ 6

・ICTを活用した学習活動に積極的な取り組みをしている様子
が伺える。
・教員研修を意識した教育計画が概ね進行している。
・自校だけでなく、地域との協同体制構築に積極的である。
・タイピングのスピードアップとブラインドタッチはこの先、役立
ちます。
・家庭学習において積極的にタブレット端末を使用して創造性
高い、指導がありました。
・外国語（英語）教育の必要性を強く感じます。会話でも歌でも
いろいろな形で多く取り組んでほしいと思います。
・大田区はものづくりの町です。コロナが収まりました後には、
見学など増やせると増やせると良いです。
・タブレット端末の使い方等、覚えるスピードが早く驚かされ
る。そのため、間違った使い方をしないように気を付けてもい
らいたい。
・コロナ禍で体力低下が心配だが、体力向上の計画を実践さ
れていて安心しました。

②論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験活
動や理数授業等を実施する。

2
３：

Ｂ 2

Ｃ 0

⑤体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育指
導や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

4
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

①外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力の
育成等を図っている。

2

４:保護者アンケートの
結果「担任、専科の先
生は分かり易く楽しい
授業の工夫をしてい
る」と回答している保護
者の割合が８０％以
上。

３:保護者アンケートの
結果「担任、専科の先
生は分かり易く楽しい
授業の工夫をしてい
る」と回答している保護
者の割合が７０％以
上。

２:保護者アンケートの
結果「担任、専科の先
生は分かり易く楽しい
授業の工夫をしてい
る」と回答している保護
者の割合が６０％以
上。

１:保護者アンケートの
結果「担任、専科の先
生は分かり易く楽しい
授業の工夫をしてい
る」と回答している保護
者の割合が６０％未
満。

４：

③学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

④他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

4

4

①小中一貫教育については、コロナ
禍のため、計画した取組がまったくで
きなかった。その中でも、生活指導の
「あじみ（あいさつ・じかん・みだしな
み）」の取組については、学校として
積極的に指導できた。
②道徳指導の内容については、各担
任が工夫して授業を行った。令和４年
度は、「葛藤を引き起こす道徳授業」
の増加を図りながら、道徳的価値観
の定着を図る。
③学校生活調査に加えて、３・４年生
で実施している「QU」や、校内研究で
の評価指標として活用している「自尊
感情測定シート」も児童把握情報とし
て使いながら、きめ細かい対応をす
ることができた。次年度もこの取組を
継続する。
④毎月開催している「いじめ防止委
員会」や毎週金曜日の「生活指導夕
会」での情報共有により、全校体制で
未然防止、早期発見に取り組めてい
る。さらに、今年度は「いじめ対応に
関する教員シート」を活用し、教員の
意識向上に努めた。これにより、いじ
めの重大案件は生じていない。
⑤問題行動・不登校問題等に関し
て、校内の会議はもちろん、スクール
ソーシャルワーカーや子ども家庭支
援センター、児童相談所、警察署、サ
ポートピアなど、関係機関ネットワー
クを強靭な体制に作り上げた。
⑥あいさつ指導については、本校の
教員の意識は高いため、自己評価が
厳しくなる。児童のあいさつは地域か

4

4

4

4

①授業についての保護者アンケート
結果では、９６％の高評価であり、今
後も１００％を目指して研究修養に励
んでいく。

②③各教科ごとに指導教諭による模
範授業や他校の研究発表会に参加
し、毎週木曜日の研究夕会を活用
し、学んだ内容の伝達研修を行った。

④特別支援校内委員会を月1回開催
し、個別支援を必要とする児童の実
態把握や指導内容検討、特別支援
教室への入級判定を確実に行った。
令和４年度から東京都の特別支援教
室運営方針が変わるため、それに対
応する準備も行った。

⑤平成２７年度から継続している「教
員の研修システム制度」を継続でき
ている。令和４年度から「未来ものづ
くり科」の研究体制を組むため、この
システムの修正が必要となる。

３：

２：

１：

3

4

3

4

4

4

4

4

１：

・あいさつ指導を軸に生活指導全般に目を配っている。
・「いじめ防止委員会」などを定期的に開催し、情報共有が図
られており、教員の丁寧な対応が行われている。
・外部機関との有機的な連携体制が確立されている。
・コロナ禍のため計画の見直しなど大変だったと思います。
・校内での児童は活力にあふれ、自己と他者の関連性に大き
なトラブルは見受けられませんでした。
・「挨拶」は矢口小学校のルールとなり定着していると思いま
す。長引くコロナ禍の中、子どもばかりでなく、世の中の人々
の多くがイライラしているように思います。健全な心の人格が
強く求められます。
・マスクをしているのでしゃべりにくいし、聞こえにくいが、やは
り挨拶は大事だし、コミュニケーションの第一歩だと思うのでこ
ちらからも声掛けしていきたいと感じました。

・家庭生活介入する難しさと重要性のバランスをいかに調整し
ていくのか、難しい課題である。
・運動に対する児童の二極化は健康寿命にもつながる、重要
な課題と言える。
・生活習慣は大事です。
・時間外のバレーボール指導をはじめ、積極的な機会の提供
が行われています。一方で東京２０２０大会の活用がコロナ禍
もあり、残念でした。
・運動をする子としない子の二極化、よくわかります。　常に
座っていてタブレットやユーチューブなど時間を潰すこともが
増えていますね。
・思い切り走り回ってほしいと思います。

・授業における保護者アンケートの高評価は引き続き、継続し
てほしい。
・教員の授業に対する研究意欲が素晴らしい。
・各教員の児童に対する日々の対応により、良好な関係が保
たれた。
・先生たちのセミナー参加や研修会での話し合い向上に向け
てのご努力に感謝です。

4

4

・家庭学習、自主学習の重要性をしっかりと認識し、生徒への
定着を図ろうとしている。
・基礎学力を底上げし、小さな成功体験を積ませようと努力し
ている。
・授業改善に向け、試行錯誤を継続してほしい。
・計画された個々に合わせたプランが実施されて評価します。
・学習補助員の方の力をお借りして子ども一人一人の状態を
把握して向上を目指してくださるのは大切だと思います。まず
問題をよく読んでから始める姿勢が大切です。

①学習カルテの活用について、今年
度以上に教員の共通理解を深め、児
童との面談指導の効果を高める。

②東京ベイシックドリルと算数ステッ
プ学習のICT活用に対する、教員の
共通理解を確実に行い、学習に関す
る家庭への情報提供と協力体制を強
化する。

③学習補助員による補習について、
さらに効果的に指導ができるようにす
るために、「計算力向上」に特化した
補習を行う。

④授業改善プランを見直す方法につ
いて、令和４年度は各教科⇒各学年
という２ステップ制に変更し、より多く
の目で授業改善推進プランを作成す
る。このことで、日々の授業により役
立つプランの作成をすすめていく。

⑤各学年の実態に応じた家庭学習
課題を提供できている。今後は、タブ
レット端末をさらに有効活用し、児童
が取り組みたくなるような学びの仕組
みを検討していく。

7
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Ａ

Ｂ
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Ｃ

Ｄ

4

4

4

②算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせる。

③学習補助員等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

④授業改善推進プランを、授業に生かす。

④クラス遊びや縄跳び、マラソンタイム、矢
口小ギネスに積極的に進んで参加させる。

⑤問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

②道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授業等
を行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

①「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等
を通して、児童・生徒や保護者に対し、望
ましい生活習慣についての意識啓発を行
う。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

④学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

⑥積極的なあいさつを行う働きかけを行
い、「相手の目を見て」、「相手に聞こえる
声で」を行動化させる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

③各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

②授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

①授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

④校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

②給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

⑤教員の研修システムを取り入れた校内
研究を行う。

③体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を推
進する。

①学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方法
について、指導する。

①小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや学
校のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

Ｄ

目標 取組指標

③学校生活調査（メンタルヘルスチェック）
の結果よりストレス症状のみられる児童・
生徒に対して組織的に対応する。

3

2

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

2

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

⑤家庭学習や自主学習と関連させながら
課題を明確にした学習を進める。

１：

2

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

2

4

④学校、保護者、地域、及び各種団体が協
力して、月１回の読み聞かせの実施や授
業ボランティアを活用した授業を行う。

4

3

２：

１：

0

0

③学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

B

4

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

①「開かれた学校」実現のために、
ホームページ毎日更新を続けた。令
和４年度の課題は、各学年の情報公
開となる。

②地域教育連絡協議会もコロナ禍の
影響を引き続き受けて制限が多い
が、昨年度できなかった「授業参観」
や「開校130周年記念式典への参加」
を実現できた。

③④開校130周年を記念する様々な
ボランティア活動（グリーン学校美化・
図書・読み聞かせ・ホームページ・矢
口水田など）を、学校支援地域本部と
連携して行った。
夏季休業日中のサマーワークショッ
プも再開し、30講座を実施した。

⑤地域主体の開校130周年実行委員
会と学校でアイデアを数多く出し、11
月中に地域をあげての開校130周年
記念月間を展開できた。参加したす
べての方が満足できる内容であった
と認識している。児童の愛校心や地
域愛は間違いなく高まった。

・130周年記念式典は素晴らしい作品とパフォーマンスが見ら
れた。
・地域教育連絡協議会はうまく、機能しており会員の話をよく
聞きながら進めている。
・開校130周年記念式典はとても良かったです。先生方、委員
の方、また、生徒のみなさん、ありがとうございました。
・周年の機会を校内だけでなく家庭・地域とも連携し、当然に
聞かれた学校になり地域の学校に対する意識も高かった。
・130周年記念の年、とても内容が濃く、アイデアに富み、立派
な会でした。子どもたちの一生の思い出となったでしょう。
・開校130周年記念で開催したクイズラリーで多くの子どもたち
が歩き回っていてコロナ禍で静まり返った街が賑やかに感じ
ました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

7

1

②地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

①教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新することに
より、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

⑤開校130周年を記念する取組を通して、
児童・保護者・地域関係者・教職員が愛校
心や地域愛を高める活動を行う。

学校関係者記入欄

6

2

令和３年度　大田区立矢口小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

（学校規模）児童数５１４名、１７学級、教員数２２名。　　今年度は開校130周年を迎え、年間を通して記念の取組を行う。
（本年度の校内研究）平成２７～２９年度の次世代型教育推進センター実践フィールド校教員の研修システムのあり方を研究した成果をを引継ぎつつ、前年度の「受け止める力の育成」から一歩進み、「受け止め合う力の育成」をテーマとする。教科はしぼらない。
（学校マネジメント強化事業指定校）副校長の業務負担減、教員の働き方改革に係わる学校改善の在り方をさらに深める。
（特色ある教育活動）・伝統の夏季サマーワークショップを再開する。・月１回の縦割り班（なかよし班）活動。・月１回の学級あそび（エンジョイタイム）、矢口ギネスによる体力向上、運動経験の増加。・「総合的な学習の時間」や「理科」「生活科」等で矢口自然農園を活用した体験的な活動の
実施。・昨年度から延期していた総合的な学習発表の場である「矢口文化芸術劇場」を開催する。・学校地域支援本部との連携を図り、学校支援ボランティアの活用を進める。・高学年の鎌倉実地学習を継続する。

４：児童アンケートの結
果、「自分からすすんで
あいさつをした」と考え
ている児童、また、登
校時のあいさつ調査に
よる「適切な挨拶をす
る児童」が８０％以上。

３：児童アンケートの結
果、「自分からすすんで
あいさつをした」と考え
ている児童、また、登
校時のあいさつ調査に
よる「適切な挨拶をす
る児童」が７０％以上。

２：児童アンケートの結
果、「自分からすすんで
あいさつをした」と考え
ている児童、また、登
校時のあいさつ調査に
よる「適切な挨拶をす
る児童」が６０％以上。

１：児童アンケートの結
果、「自分からすすんで
あいさつをした」と考え
ている児童、また、登
校時のあいさつ調査に
よる「適切な挨拶をす
る児童」が６０％未満。

保護者アンケートで「学
校は積極的に情報を発
信している」と答えた保
護者が

４：８０％以上
３：７０％以上
２：６０％以上
１：６０％未満

目標に対する成果指標

２：

４：

0

4

0

0

7

1

0

0

6

Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

２：

１：

B

①「早起き・朝ごはん」は家庭の協力
が大きく、ほぼ達成できている。教員
は、「早寝」に課題のある児童が一部
いると認識している。

②栄養士が作成している「ビジュアル
献立（ホームページでも公開）」や給
食委員会児童による啓発活動によ
り、食に対する児童の意欲は高い。

③「運動会への取組」「エンジョイタイ
ム（学級遊び）」「年間指導計画に
則った体育授業」など、運動への教
員の働き掛けは多い。運動をする児
童、しない児童の二極化が課題であ
る。

④の項目について、教員の相当の努
力の割りに合わず、成果が低い「矢
口ギネス」を積極的廃止し、体育授業
の中で取り組める体力向上策を練り
直す。

0

４：学校公開後や２学
期末の保護者アンケー
トの結果、「分かり易く
楽しい授業の工夫して
いる」と答えた保護者
が８０％以上。

３：学校公開後や２学
期末の保護者アンケー
トの結果、「分かり易く
楽しい授業の工夫して
いる」と答えた保護者
が７０％以上。

２：学校公開後や２学
期末の保護者アンケー
トの結果、「分かり易く
楽しい授業の工夫して
いる」と答えた保護者
が６０％以上。

１：学校公開後や２学
期末の保護者アンケー
トの結果、「分かり易く
楽しい授業の工夫して
いる」と答えた保護者
が６０％未満。

４：児童アンケートの結
果、「体力向上（ながな
わや中休みのマラソ
ン、クラス遊び、矢口ギ
ネスなど）にすすんで
自分から取り組んでい
る」と回答している児童
の割合が

４：８０％以上。
３：７０％以上。
２：６０％以上
１：６０％未満

Ａ

0

４：児童アンケートの結果、
「学校での勉強や生活は、
自分にとって楽しかった
り、嬉しかったりする気持
ちで過ごすことができた」と
回答している児童の割合
が８０％以上。
３：児童アンケートの結果、
「学校での勉強や生活は、
自分にとって楽しかった
り、嬉しかったりする気持
ちで過ごすことができた」と
回答している児童の割合
が７０％以上。
２：児童アンケートの結果、
「学校での勉強や生活は、
自分にとって楽しかった
り、嬉しかったりする気持
ちで過ごすことができた」と
回答している児童の割合
が６０％以上。
１：児童アンケートの結果、
「学校での勉強や生活は、
自分にとって楽しかった
り、嬉しかったりする気持
ちで過ごすことができた」と
回答している児童の割合
が６０％未満。

2

Ｃ

Ｄ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：


